
No.272 むなかたタウンプレス 平成26年7月15日 （4）

市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書政策課広報・報道担当☎0940（36）1055まで

か
？
　
次
は
投
馬
国
（
と
う

ま
こ
く
）、
そ
の
次
が
邪
馬

台
国
と
あ
る
の
で
、
も
う
少

し
で
卑
弥
呼
の
後
ろ
姿
が
見

え
そ
う
で
す
。

　
「
い
せ
き
ん
ぐ
宗
像

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で

　
　
　
　
　
決
着
か

　「
邪
馬
台
国
と
ム
ナ
カ
タ

国
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
い

せ
き
ん
ぐ
宗
像
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
、
９
月
７
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら
、
宗
像
ユ

リ
ッ
ク
ス
・
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
で
実
施
し
ま
す
。

　
明
治
大
学
名
誉
教
授
で
日

本
考
古
学
界
の
重
鎮
・
大
塚

初
重
（
は
つ
し
げ
）
さ
ん
を

は
じ
め
、
邪
馬
台
国
九
州
説

の
第
一
人
者
ミ
ス
タ
ー
吉

野
ヶ
里
・
高
島
忠
平
（
ち
ゅ

う
へ
い
）
さ
ん
、
愛
媛
大
学

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
准
教
授
で
青

銅
器
研
究
の
ホ
ー
プ
・
吉
田

広
さ
ん
、
そ
し
て
、
海
の
道

む
な
か
た
館
の
西
谷
正
館
長

ら
豪
華
パ
ネ
リ
ス
ト
が
、
比

較
文
明
学
会
会
員
で
西
南
学

院
大
学
非
常
勤
講
師
・
板
橋

旺
爾（
お
う
じ
）さ
ん
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
、
邪
馬

台
国
の
謎
と
ム
ナ
カ
タ
国
の

存
在
し
た
可
能
性
に
つ
い
て

熱
い
論
戦
を
繰
り
広
げ
ま

す
。

（
文
化
財
職
員
・
白
木
英
敏
）

＊
「
い
せ
き
ん
ぐ
宗
像
」
は
、

田
熊
石
畑
遺
跡
の
愛
称

＊
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
申
込
方

法
な
ど
詳
細
は
、
市
広
報

紙
８
月
１
日
号
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す

力
が
約
４
０
０
年
後
の
邪
馬

台
国
の
時
代
に
、
ム
ナ
カ
タ

国
（
仮
称
）
を
成
立
さ
せ
た

の
で
は
、
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。

　「
魏
志
倭
人
伝
」
に
「
ム

ナ
カ
タ
国
」
な
ど
出
て
き
ま

せ
ん
が
、
別
の
名
前
で
登
場

し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
邪
馬
台
国
に

至
る
国
々
の
う
ち
、
金
印
で

有
名
な
奴
国
（
な
こ
く
）
は
、

福
岡
平
野
周
辺
で
ほ
ぼ
決
ま

り
と
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
次

の
不
弥
国
（
ふ
み
こ
く
）
か

ら
意
見
が
分
か
れ
、
糟
屋
郡

宇
美
町
や
飯
塚
市
と
す
る
説

が
有
力
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
連
続
式
読
み
方

で
は
、
不
弥
国
か
ら
は
水
行

（
舟
で
水
上
を
移
動
す
る
こ

と
）す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

そ
れ
な
ら
ば
、
海
に
面
し
た

宗
像
地
域
も
候
補
に
名
乗
り

を
上
げ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

学びの里

邪
馬
台
国
論
争
の
今

　
古
代
史
上
最
大
の
ミ
ス
テ

リ
ー
と
い
わ
れ
、
今
な
お
多

く
の
歴
史
フ
ァ
ン
を
魅
了
す

る
邪
馬
台
国
論
争
。
そ
の
所

在
地
を
巡
っ
て
は
九
州
説
と

畿
内
説
が
有
力
で
、
こ
と
あ

る
ご
と
に
火
花
を
散
ら
し
て

い
ま
す
。

　
邪
馬
台
国
へ
の
道
の
り
を

巡
っ
て
は
「
魏
志
倭
人
伝
」

の
読
み
方
に
２
説
あ
り
、
放

射
式
は
九
州
説
、
連
続
式
は

畿
内
説
に
有
利
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
近
年
は
、
邪
馬
台
国

と
同
時
代
の
宮
殿
跡
が
見
つ

か
っ
た
奈
良
県
纒
向
（
ま
き

む
く
）
遺
跡
の
発
見
で
畿
内

説
が
有
利
と
も
い
わ
れ
ま
す

が
、
確
定
さ
れ
た
わ
け
で
は

な
く
、九
州
説
は
健
在
で
す
。

ム
ナ
カ
タ
国
の　

　

可
能
性
を
探
る

　
最
近
ま
で
、
私
た
ち
が
住

む
宗
像
地
域
は
、
弥
生
時
代

の
有
名
な
遺
跡
が
な
い
こ
と

か
ら
、
邪
馬
台

国
論
争
で
注
目

さ
れ
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し

た
。
と
こ
ろ

が
、
平
成
20
年

の
田
熊
石
畑
遺

跡
（
た
ぐ
ま
い

し
は
た
け
い
せ

き
）の
発
見
で
、

弥
生
時
代
中
期

（
紀
元
前
２
世

紀
頃
）
に
北
部

九
州
屈
指
の
有

力
者
集
団
が
、

宗
像
の
地
に
存

在
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
ま

し
た
。
こ
の
勢

第40回

　

中
国
の
歴
史
書
「
魏
志
倭
人
伝
」
は
、
紀
元
３
世
紀
頃
の
倭
（
わ

＝
弥
生
時
代
終
末
期
の
日
本
）
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
重
要
な

史
料
で
す
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
女
王
・
卑
弥
呼
（
ひ
み
こ
）
の
い
た
邪

馬
台
国
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
…
。
そ
の
頃
の
宗
像
に
「
国
」

と
呼
べ
る
勢
力
は
成
立
し
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

郷
土
文
化
交
流
課　

☎
（
62
）
２
６
０
０

邪や

馬ま

台た

い

国こ

く

と
ム
ナ
カ
タ
国

帯方郡
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万
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千
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ふ　み　こく

奴　国
な　　　こく

投馬国
とう ま こく
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